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は2価のE，原子が六方最密構造 (hc p)をとる， c面を容易商とするXY型の反強磁性体である。 こ
の系の c面内般化過程を観測したところ，飽和磁化の%の大きさのモーメントを持ったメタ磁性的な
























( a) C6 Euにおける4-スピン交換相互作用の発見この物質は最近注目されているグラファイトイン
ターカレーション物質の Aつであるが Euが2価でS-stateイオンであること およびスピン三角格
子をもっフラストレーション磁性体であることなどの性質をもつため，高次の相互作用の確認に好部
分なものである O 榊原君はこの物質の強磁場磁化過程を調べ， Xメタ磁性相が現れる事を発見した O
そしてこの相が出現するためには，通常の交換相互作用に加え， 4-スピン型の相互作用が重要な役割
を占めている事を見出した。
( b) ランダム磁性体における exchangefl ipと， order-disorder転移の発見
反強磁性体FeF2をZnF2で薄めたいわゆるランダム磁性体において強磁場下の磁化に系統的なステ
ップ磁化が現れる事を発見した。これはイジング的なスピン系で可能とされる exchangefl i p現象で
ある事として理解されて，同時に見られる磁化の異常がランダム系における強磁場下のorder-disor-
der車え移によることをつきとめた。
これらのパイオニアワークは世界的にも高く評価されており，理学博士の学位論文として充分価値
あるものと古志める O
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